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いよいよ夏空のまぶしい季節となりました。皆様方におかれましては、一学期しめくくりの時期

として大変お忙しい日々をお過ごしのことと存じます。  
平素は、近畿公立小中学校事務職員研究会の活動にご理解ご協力をいただきありがとうございま

す。  
  さて、第７回  近畿地区公立小中学校事務研究大会（京都大会）が間近となってきました。役員・

実行委員一同、悠久の歴史の地、京都で皆さまにお会いできるのを楽しみにしています。  
  近畿公立小中学校事務職員研究会は、この大会を平成１５年度のしめくくりとし、現役員体制を

終えさせていただきます。平成１６年度が平成１６年９月１日スタートします。これに向けて各単

位研究会にご協力いただきながら準備をすすめています。  
 「近畿はひとつ」の合言葉のもと、２府４県が手を取り合って、自主的かつ主体的な研究・研修

活動の推進をもって学校事務の近未来を展望し、学校事務職員の職能や資質向上を図ることを目的

に創設された本研究会が、ますます発展充実しますように今後も皆さまのご理解ご協力をお願いい

たします。  
 
 
 
 
 
 
  現在、調査研究部では、「学校事務の将来展望をさぐるⅢ～学校事務職員の職務と可能性～」を

テーマに、第7回近畿地区公立小中学校事務研究大会の発表に向けて準備を進めています。 

今回の研究にあたって、各単位研究会には、近畿における学校事務職員の役割についてのアン 

ケート調査にご協力いただきましたこと厚くお礼申しあげます。  
発表では、アンケート結果に基づき近畿における学校財務、情報、職務標準や共同実施、ＩＴ化

についての現状、課題について報告いたします。そして、学校教育の充実に向け、今後学校事務・

業務の効率化が進められる中で、学校事務のあり方がどうあるべきか、また、私たち学校事務職員

の学校経営のスタッフとしての役割はどうあるべきかを考察します。さらに、社会の要請、時代の

変化に対応した学校事務を進めるためには、学校事務職員の職能育成、キャリア形成が重要なこと

です。 学校事務職員の職務遂行能力の向上、キャリア形成について職務領域の拡大を視点に考察

いたします。また、大会では、「教育改革の流れの中でこれからの

学校事務のあり方を考える」をテーマにシンポジウムを行います。

実りある大会となりますよう多くの会員の皆様方のご参加よろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

近畿はひとつ      

調査研究部から 



        
 

  
 
 
滋事研では、教育を活かす学校事務の創造を目指して、今年度も様々な取り組みを実施します。

第３３回研究大会は湖西ブロック実行委員会が主管し、開催準備を進めています。大会テーマ「創

造しよう!  教育を活かす学校事務を」サブテーマに「変わる学校 拓こう 学校事務の未来」とし

て平成１６年１２月７日  （火）大津市県民交流センターピアザ淡海で開催します。午前の全体会

では、テーマ「変わる学校 拓こう 学校事務の未来」として実施します。  
 また午後の分科会では、経営スタッフとしての役割を考えるとして分科会を運営します。  
 また、昨年度より２つの特別委員会を設置し活動しています。学校事務共同実施研究委員会では、

学校事務の共同実施を新しい学校づくりの観点から、学校事務を組織的に運営できる体制づくりを

取り組んでいます。また、学校事務システム開発研究委員会では、学校経営・学校運営全体の効率

化を視野に入れたシステム開発の検討を継続するとともに、今までに紹介したシステムの活用が図

れるよう講習会を開催します。  
 滋事研の様々な活動についてはホームページをご覧ください。  

url http://www.ex.biwa.ne.jp/~shijiken 
 
  
 これまで研究会では，学校経理執行体制や校内組織での事務職員の位置付け，学校事務の効率化

や平準化などについて研究を進めてきました。また，私たち事務職員が財務事務担当者としての専

門的知識を生かし，教育条件整備・環境施設整備等を図る学校事務を推進するために，学校経営の

基盤となる学校財務についての「職の指定」を検討してきました。事務職員が校長の経営方針のも

と，学校組織での意思決定過程に学校経営のスタッフとして参画することが必要になってきます。

 開かれた学校づくりには地域や保護者へむけて，積極的に情報を発信することが必要で 学校の

説明責任や評価からも，これからの事務職員には情報の共有・選択・発信などの情報活用能力が求

められます。京都市では平成１７年度から財務会計システムが稼動します。  
  今まで構築してきた学校経理執行体制や経理事務が大きく変わることが予想されます。  
  電算化後を見据えた事務職員の職務内容・職責の検討，学校事務の効率化・システム化など，新

しいスタイルの学校事務を探求するために，資質の向上と実践能力を高める研究や研修を進めてい

きます。 

 
 
   

「望ましい新時代の学校事務を求めて」－学校や地域に根ざした事務実践をめざして－を大

会テーマに、平成１６年度県研究大会を、５月２７日～２８日の日程で白浜町のホテルシーモ

アにおいて開催しました。  
約３２０名(会員の約８割）の参加者の下、第一日目は講義、講演、２支部による研究発表、

研究部・研修部・文部科学省研修の報告、第二日目は、６つの分科会で事務実践報告や情報交

換、意見交換、私たちの抱える様々の課題に対しての論議がなされました。  
大会の全てが会員の意欲向上につながる内容であったと思います。研究大会に引き続き行な

われた総会で、新会長に井口源一（松原小学校）が選出されました。  
また、情報提供のパイプライン及び、新たなネットワーク作りとして、和歌山県小中学校事

務協議研究会のホームページを開設しました。このことを一つのステップとして、更に研究会

活動が活発に行なわれることを期待しております。  

各単位研究会事業報告(平成１６年度) 

京都市立学校事務研究会 

和歌山県小中学校事務研究協議会 

滋賀県公立小中学校事務研究協議会 



  

神戸市立小中学校事務職員研究会は「神戸市立小学校事務研究会」と「神戸市立中学校事務職員

会」から成り立っており，研究活動等は個別におこなっています。 

神戸市立小学校事務研究会は今年５０周年を迎えました。定例の研究大会は記念大会と銘打っ

て，３月１日(火)に総合教育センターで開催します。研究テーマは『神戸における学校事務の明日

を探る－その展望と課題－』です。  
 神戸市立中学校事務職員会は，今年度は研究大会をおこないませんが，研究成果を冊子にして発

行します。  
  また，平成１７年７月２７日～２９日には，第３７回全国公立小中学校事務研究大会（兵庫大会）

並びに第８回近畿公立小中学校事務職員研究大会を，神戸国際展示場をメイン会場として開催しま

す。６月１０日には第1回分科会担当責任者会を開催し，全国大会の準備を進めております。近畿

の皆様には分科会の開催等，今後ともご協力お願い申し上げます。  
 
 
 
  Ⅰ 研究主題 「新しい時代における学校事務の確立」  

Ⅱ 活動の柱  
   １ 支部活動の充実と交流：１８支部の独自性を尊重しながら、共通する取り組みにおいて

は互いに交流を図り、活動の輪が広がるように努めます。  
   ２ 専門部等の活動の充実：研究主題に向け、研究部・調査部・研修部の三専門部が連携を

とりながら活動します。  
    また、「学校事務の手引き」の充実に向けて活動します。  
 Ⅲ 事業内容  
  「学校事務にもっと夢を･･･もっと感動を！」の大会テーマのもと、第３１回研究大会を開催

します。（2004.12.3 於 県立教育研究所）また、新規採用事務職員フォローアップ事業・

機関紙「もにゅめんたる」の発行・標準的職務内容定着化会議  の開催・平成１７年度全国大

会に向けての研究に取り組みます。  
 
 

  

本年度は、来夏に開催されます第３７回全事研兵庫大会に向けて、分科会発表のための「特別委

員会」を設置し､発表に向けて準備を進めているところです。 

第１３回府事研研究大会において､ひとつの分科会を担当し研究成果の一端を広く参加された皆

様と論議を深めたいと考えています。 

 さて、第１３回府事研研究大会の開催は、以下のようになっています。 

1 開催期日 ２００４年(平成１６年)１１月 ２日（火） 

2 会  場 エル大阪(大阪府立労働センター) 
3 記念講演 「悲鳴をあげる学校」－「教育改革病」からの回復―  
       講 師 大阪大学人間科学研究科 教育制度学研究室 

           教授(教育学博士) 小野田 正利 様 

4 分 科 会  第一分科会 『学校事務の組織化から教育改革へ』 

              －これからの学校と学校事務職員の役割― 

                   [全事研兵庫大会研究発表プロジェクト委員会] 

       第二分科会  『専門性を活かす職域の拡大をめざして』 

                －学校版ビフォーアフター施設改善・改修の現状と 

事務職員の役割―     [松原市教育研究会学校事務部会] 

神戸市立小中学校事務職員研究会 

奈良県公立小中学校事務研究会 

大阪府公立学校事務研究会 



 
 

第７回近畿公立小中学校事務研究大会（京都大会） 
 
 近年，学校を取り巻く情勢はめまぐるしく動いています。特に事務職員をめぐる状況は、これまでに

なく厳しく，国庫負担金の一般財源化や必置規制の見直し等，私たちの存在そのものまで問われていま

す。 
 そのような中ではありますが、京都市立学校事務研究会主管によります第７回近畿公立小中学校事務

研究大会（京都大会）を８月２４日（火）京都会館において開催いたします。「近畿はひとつ」の合言

葉のもと、実行委員会では何度も会議を重ねてきましたが，いよいよ大会当日に向けての最終打合せに

入り，実行委員一同緊張感を持ちながら準備を進めています。 
 
 大会テーマ     夢をつなぐ子どもたちのために 
           ～確立しよう 教育に資する学校事務を～ 
 
 目   的     創造性豊かな研究と実践を重ねて，社会の要請に応え得る 
           学校事務の確立をめざし，学校事務職員の職能や資質の向上 
           を図る。 

 
このような目的から，調査研究部の発表，シンポジウムを中心に研究大会を開催いたします。また京

都での開催にあたり，京都らしい講演をということで，日本の伝統文化である能の世界について「ふ

れてみよう能の世界」という演題で講演していただきます。たくさんの方のご参加よろしくお願いし

ます。 
 
 期   日     平成１６年８月２４日（火） 
 
 会   場     京都会館 第１ホール 
           〒606-8342 京都市左京区岡崎最勝寺町１３番地 
           電話   ０７５－７７１－６０５３ 
  
 9:00   9:30    10:15    10:20      11:50    13:30      16:30 

受  付 開会行事 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 全体会（講演） 昼食・休憩 全体会（研究発表） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       銀  閣  寺               平 安 神 宮 
 

近事研のホームページアドレスが変わりました。今後ともよろしく

お願いします。 新アドレス http://www15.ocn.ne.jp/~kinjiken/      



 


